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海街 Library４月号 

～あなたの本棚 うしぶかとしょかん～ 

 4月となり、小鳥のさえずりと共に目覚

め、見るものすべてが明るく心弾む季節とな

りました。桜の開花も早く草花も次々と咲き

だし、春らんまんとなっています。我が家で

は冬アジサイ、都忘れが控えめに満開です。

子供たちは学校生活に不安ながらも楽しみい

っぱいで新学期を迎えていることと思いま

す。 

 我が小学校入学式のことを思い起こせば、

ショックなことが 2 つ程。担任の先生が男

の先生（S 先生）であったことと、教室の大

きさに圧倒されキョロキョロ天井を見ている

うちに氏名点呼があり、弟が返事をしてみん

なに笑われたことです。あの時代 1年生の

担任はほとんど女の先生だったので…。のち

に校長先生になられた S 先生に担任になっ

た経緯を聞いてみたら、なり手がおらずやむ

を得ず決まったとのこと。でも私は穏やかで

優しい人柄の S先生が好きでした。名前の

読み書きもできず 1 から 10 までの数も数え

られないまま 1年生になった子どもでした

が、怒られた記憶もなく勉強ができずともそ

れなりに楽しく過ごせたと思います。こうし

て、3 年生頃までは「私は、なんで勉強出来

んとかな？」位の気持ちで毎日、馬飛びやド

ッジボール、缶蹴りに明け暮れていました。 

 4年生になったら教頭先生だった O 先生

が担任となり、毎日お話を聞かせてくださ

り、勉強も掃除も頑張り本が大好きになりま

した。この頃やっと山猿から進化し、頭のも

やが取れていったような気がします。O 先生

のおかげで面白いお話や本と出会い、幸せな

子ども時代を過ごせたように思います。私達

大人は子ども達が幸せになるような環境づく

りの一環として、心の成長に役立つような本

を届ける役割もあるのではないかと思いま

す。        【文・牛深図書館長】 

子ども読書の日おはなし会 
【とき】４月２５日（日） １０：３０～ 

【ところ】牛深図書館 2階和室 

【おはなしする人】 

読聞読聞輪組輪組（どきどきわくわく）なか

ま、ありすボランティアのみなさん 

【内容】読み聞かせやかみしばい 

てあそび など 

申し込みは必要ありません。また今回はスペ

シャルゲストもお話をしてくれます。ぜひ遊

びに来てください！ 

ゴールデンウィーク期間の 

休館日について 
５月６日（木）が休館日となります。休館中は

返却ポストをご利用ください。 

※５月１日（土）～５月５日（水）は開館します 

4月 4日（日）            牛深図書館 

新年度「ありすボランティア」 

始動します！ 
２０２１年度ありすボランティア委嘱状交付式

を行いました。今年度 

の牛深図書館ありす 

ボランティアは新たな 

メンバーも加わり、9 

名が活動してくれます。 

 

▶返却ポス

トはこちら

（赤丸内） 



【休館日】４月１2 日（月）、１9 日（月）、２６日（月） 

 

   

  

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

                               

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

～今月の特集展示～ 

【一般】  
・熊本地震から 5年 

・２021年本屋大賞ノミネート作品 

・追悼 橋田壽賀子さん  など 

【児童】 

・読み聞かせボランティアおすすめ本 

・春のえほん など 

※図書館 HP「図書館おすすめの本」もご覧ください 

 

 

 
・『なんでもない』鈴木のりたけ／作・絵 
・『うろおぼえ一家のおかいもの』   

出口かずみ／作 
・『さくらのサッちゃんとみの虫ぼうや』 

とみざわきよゆき／ぶん 
・『みんなとおなじくできないよ』   

湯浅正太／作・石井聖岳／絵 
・『孔子先生が教えるこども論語』   

ペズル／文・安岡定子／監修 
・『カマラ・ハリス』ニッキ･グリムズ／

作・ローラ･フリーマン／絵 
 

 

 

・『いわいごと』       畠中恵／著 
・『その扉をたたく音』  瀬尾まいこ／著 
・『湯どうふ牡丹雪』    山本一力／著 
・『川柳人が楽しむエモい漱石俳句』  

いわさき楊子／著 
・『47都道府県の底力がわかる事典』 

葉上太郎／著 
・『よかれと思ってやったのに』 

清田隆之／著 
・『毎日を自分らしく生きるための小さい 
ノート活用術』      高橋拓也／著 
・『はたらく細胞 6巻』   清水茜／著 

一般 

新着図書 
児童 

天草市立 

図書館HP 

 

【図書館利用にあたってのお願い】 

・入館・退館の際のアルコール消毒   ・マスクの着用   ・こまめな手洗い 

・マイバッグの持参   ・入館の際に検温   ・館内の長時間の滞在はご遠慮ください 

第６３回こどもの読書週間 

「いっしょに よもう、いっぱい よもう」 

～おすすめ本紹介～ 

『干菓子２５０ 茶席からおもたせまで』 淡交社編集局／編・淡交社 
数年前、母から突然お茶のお道具、茶筅と茶杓を貰った。デパートの催事で京都のお茶屋さんの店でお抹茶

と一緒に買ったのだろう。それ以来、気が向いた時に素人ながらお茶を点てる。 

今まで、和菓子といえば、おはぎ、饅頭、回転焼きなど地味な様子しか思い浮かばなかった。お抹茶が少しだ

け身近になって、それは違うぞと気づいた。和菓子はカラフルで繊細で可愛い！ 

のである。 

和菓子の中には、干菓子（ひがし）がある。干菓子といえば、わたしの中では仏壇 

に供える落雁で、白とピンクの菊の花。これもまた地味である。けれど、この干菓子 

の本をみて干菓子もまた季節感あふれる素敵な世界がお菓子で表現されているこ 

とに気づく。 

ああ日本人は、なんて細やかな感性をもっているんだろう。日本人に生まれて良かった。 

と、眺めているだけで楽しくなる。日本全土の和菓子屋さん選りすぐりの干菓子が、お店に 

行かなくとも豊富な写真の説明付きで見られるこの本。さあ、干菓子はいかがですか？（文・牛深図書館職員） 

▶春のえほん

（お花見・入

学式など） 

▲他にも多数展示しています 


